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石塚 私達の研究所は非営利・協同、特に医療や
社会サービス等の分野でいかに非営利・協同組織
が機能を果たせるかということを研究テーマに掲
げ、１年半前に立ち上がりました。その中にいか
に地域・社会サービス等が新しい形で発展できる
かどうかというテーマがあります。栄村は非常に
有名になっているわけですけれども、当研究所の
独自のスタンスで栄村の高橋村長のお話を伺って
みたいと思います。
栄村がすごく注目されていて、また４月に「小

さくても輝く自治体フォーラム」の集会が長野県
であると聞いております。
前沢 もう３回目ですね。最初は栄村で、第２回
が阿智村。全部、長野県（笑）。
石塚 外から見て、栄村がどういうことで期待さ
れているのでしょうか。
高橋 なぜ「小さくても輝く自治体フォーラム」
をやったかというと、市町村合併は避けて通れな
いとか、多くの町村長や議員の方がたがおっしゃ
るんですね。そうすれば政府の言いなりに合併し
なくてはならないことになります。地方交付税が
減らされると財政的に小さいところは立ち行かな
くなるから、合併は避けて通れないということな
んです。しかし、今の憲法の下では、地方交付税
は交付税法で定められていて、個人でいうと憲法
第２５条の最低限度の文化的生活を保障されている
のと同じように、自治体にも一定水準の自治を保
障しています。それなのに、自治体の側からみん
な避けて通れないなどと云うのは如何にもなさけ
なくて、栄村から自律の提唱をしたのが共感を呼

んだと思います。
今の合併の特徴は、いくつもの町村がテーブル

に乗る広域合併です。３町とか４町村が市を中心
に合併させられるわけです。言ってみれば多極型
合併です。多極型合併の難点は、それぞれの被合
併町村には特性があるが、４～５町村集まると特
性が消されてしまうことです。
この辺では、飯山市と木島平村・野沢温泉村・

栄村が合併グループです。栄村は最初から話に乗
らなかった。木島平はスキー場の問題がネックに
なったんですね。スキー場は新市では関わりをな
くすることになった。しかし、木島平ではスキー
場は村おこしの中心になってきた事業で色々と深
い関わりもあるし、すぐに行政が全部撤退は出来
ない事情があり、そういうことであれば一緒にや
っていけないからと、合併協議から離脱して合併
しないということを決めた訳ですね。ですから今
は野沢温泉と飯山市、二つだけになった。一方、
栄村では特殊な施策が非常に多いので現在の法律
による合併はしないということを１月３０日に決め
ました。
石塚 栄村のスキー場は木島平のスキー場と較べ
て、経営はいかがなんでしょうか？
高橋 経営は良くないのですが、木島平ほど大き
くないのです。村民スキー場ということで作った
わけで、営業スキー場ほどのスケールはありませ
ん。利用者が村民くらいですから、スキー場は採
算がとれないです。ただスキー場でもないと冬は
観光客などよそから人が来るということはない。
約半年ぐらい、外との交流が非常に少なくなる。
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スキー場は多少でも外から人を呼び、村の中での
人の動きとか刺激を与える効果というものがある
わけです。スキー場で経済的な利益を上げるとい
うことはなかなか難しいです。
前村長のときに、都会の子供と農村の子供の交

流センターということで、スキー場へ行く途中に
「トマトの国」というのがあります。農林省サイ
ドのコンサルタントの指導を受けた自然休養村事
業ですが、あそこもずっと赤字だったのですが、
スキー場が出来て、ようやくペイするようになり
ました。これがスキー場の効果でしょうか。
しかし、スキー場自体は、今ようやく収支赤字

を３０００万円まで落としたところです。リフトしか
収入がない。それとレストランがあるのですが、
みんな食べ物をリュックサックの中に用意して来
て利用しません。だから赤字が３０００万切れない。
今後の方法としては、いかに夏場に使うかです。
福井 確かに、スキー場のホールが夏場は閉鎖で
は会場がもったいないですね。
高橋 夏場にも結構使うのですが、お金になる使
い方というのはあまりない。そこで都会にあるよ
うなセレモニーセンターや法事、結婚式に使う計
画をしているが、全館使って４万円です。月に２
～３回貸してもたいしたものではないが、役割は
果たしているんです。
財政の自立計画では、いかに特別会計に一般会

計から補給しないようにするかです。事業会計１０
の特別会計で、一般会計繰出しは１億８０００万～２
億円くらいです。
下水道事業は農林省サイドの農村集落排水事業

を奨励され、３ヶ所計画したが、森宮野原の駅周
辺１２０世帯を実施したんですが、栄村としては密
集している地区ですが、なんと１３億円かかった。
一戸あたり１０００万円超えたんです。あと２地区を
一戸あたり１０００万円もかけて下水をやると、それ
だけで財政が潰れるので、あとは合併浄化槽に変
更しました。
それから上水道ですがね。湧水を使った簡易水

道なんですけれど、下水が始まったら簡易水道を
統合して大きくしないと水量がもたない。今まで
は、栄村は水道料が非常に安いんですね。一立方
メートル４２円くらいですから、普通は２００円近く
しますので１／５くらいでやっているんです。そこ

でもう少し上げて一般会計の繰り入れを圧縮する
ことを考えなければならないのです。急激にそう
もできないが、事業会計ですから自立の方向でや
る努力をしています。
村営バスも運行しています。こういう広い村で

すから結構人の輸送にはお金がかかります。保育
所の送り迎えも、村がやっていてもちろん無料で
す。それから小中学生の輸送もほとんど村がやっ
ている。秋山郷から往復８０㎞もあるので、父兄が
お金を出してというわけにはいきません。交通対
策費も大体年間５０００万円くらいかかっています。
村営バスは一定の料金は頂いています。
除雪費は道路除雪だけで１億２０００万円くらいか

かります。それからお年寄りの住宅の屋根の除雪
にも１２００万円くらいかかります。
村営診療所の医者は、日本人はきません。今は

台湾人１６年、その前は韓国の先生が１０年と、ずっ
と外国人です。日本人の医師がいたこともあるん
ですが１年半か２年でした。それもいらっしゃる
と必ず医療機器を欲しがる。昭和４０年代の後半だ
ったと思うんですが、例えば、回転式のレントゲ
ンを買ってくださいとか、胃のファイバースコー
プを買ってくれという具合です。当時、津南病院
にも無いのに、買わないとどこかにいっちゃうん
で買うわけです。
石塚 お医者さんには、現在、村からなんらかの
お金を出しているのですか？
高橋 今は出していません。いまの医療機器の話
は日本人の話です。そうやっても１年ちょっとで
いなくなったりします。せっかく買った機器も半
年使ったにすぎなかった。その次に東京から来た
医者は、レントゲンを全然使わなかった。ファイ
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バースコープも使わなかったです。
石塚 今、村の医療というのは基本的には一次医
療という位置付けで、少し複雑なものは遠くのと
ころへ行くのですか？
高橋 そのとおりです。しかし、医師の報酬は高
いのです。外国から出稼ぎにきているのだから、
そんなに安くならないのは人情だと思います。年
間２４００～２５００万円かかる。今は３０００万円くらいす
るんじゃないでしょうか。今の先生は、「私は１０
年いて村長の苦労もわかるので自立がしたい」と
いうことで、今は自立しているんですよ。それま
では公務員だったのです。医者とすれば経営くら
いはしてみたいというので勤務医制をやめて公設
民営ということにしました。今のレントゲンはみ
んなその医師が買ったものです。ただ、困ったこ
とに今までは看護婦が必要とさかんに言っていた
のが、今度はいらないって言うのです。自立する
からには公務員の高い給料を払ったのでは経営が
成り立ちませんというわけです。いらないといわ
れてもこっちも困るのですが、いらないものはし
ょうがないから、福祉の方へ看護婦を回しました。
石塚 役場のすぐそばに老人福祉センターがあり
ますが、６家族か７家族いらっしゃるんですか？
高橋 夫婦が２家族、独身が３人です。住宅・シ
ョートステイ、それとデイサービスを組み合わせ
たＢ型というんだようです。ショートステイも８
床ありますが、満杯になったことはない。飯山市
からも来たりしています。職員対応では下駄履き
ヘルパーにも応援してもらっています。正規職員
では一晩勤務すると二日間休暇を与えなくてはな
らないということになって職員の手当ができなく
なるので個人の下駄履きヘルパーに応援してもら
っています。
福井 下駄履きヘルパーというのは、何人いらっ
しゃるんですか？
高橋 登録した人は１１８人。その人たちが随時正
規職員に一人ずつ付いて、繰り回しをしておりま
す。
福井 ネーミングが良いですね。下駄履きヘルパ
ーだなんて。親近感があってサッと入ってくれる
感じで。
石塚 下駄履きヘルパーの方自身は、自分をボラ
ンティアと思っているんでしょうか？それとも有

償ボランティアと位置づけているのですか？
高橋 二足のわらじです。ボランティア的な仕事
もします。例えばこんにちはコールをやるとか、
弁当を届けるとか、色んなサービスがあります。
そういうのはボランティアで、昼間に長時間やっ
てもらうときには報酬は支払うけれどもほんの少
しです。でも、介護保険の仕事をするときには、
もうボランティアじゃなくて専門家という扱いに
なります。例えば、家事支援は１時間に１０００円で
す。身体は１５００円。夜間ですと５割増します。け
れども、ケアマネージャーが１時間と言っても１
時間ではすまないんですね。村の人だから掃除も
やったりおしゃべりもしたり、結局３時間もいて
きたなんていうのが普通です。おしゃべりなんか
はメニューにはないし、身体なら身体しかメニュ
ーにはないのですが、実情はそれだけで帰るとい
うことはほとんどない。実際は倍くらい時間がか
かるわけです。まあ、現在のところ下駄履きヘル
パーの制度はうまくいっています。１号被保険者
の介護保険料も１９５０円で長野県平均の６０％位です。
石塚 ひと月の下駄履きヘルパーさんの収入はど
れくらいですか？
高橋 最高で６万円くらいですね。しょっちゅう
あるわけではないので、出たときにきちんと補償
すれば、月にいくらになければならないというわ
けではない。専門でヘルパーをやっているわけで
はなく、百姓をやったり、勤めたり、キノコ栽培
をやっている婦人もあるように、みんな仕事が別
にあるわけです。だからヘルパー専門という人で
はないのです。
社会福祉協議会が事業者です。だから「何々さ

んはＡさんＢさんのところに行ける？」「行けま
す」という調子ですから、定収がなければどうだ
ということはありません。ただ行ったときは専門
的にやるということですから、きちんとやらなけ
ればいけないということです。
福井 私のところでもヘルパーステーションをや
っていますが、ヘルパーの数が少ないので色んな
人が介護に行っちゃうわけなんですよ。ところが
こちらはプラスボランティアみたいな和やかな雰
囲気で、同じ人が介護に行くわけですよね。
高橋 まあ、大体同じ人が行きますね。知ってる
人だからこそ嫌だという面もある。下の処理まで
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となると、となりのかあちゃんではちょっと敬遠
されるかもしれません。だから村でも講習を４回
くらい講師を呼んでやってるんですよ。教科書代
だけは受講者に出してもらうが、あとの講師代な
どは村で持ちます。よその村はやらないから、隣
村からも来たりします。長野あたりへ行って、民
間でそういう資格をとる場合は１０万円位かかるの
です。
前沢 かかりますね。あれで業者は儲けるわけで
すから。
高橋 ある単位は私でもいい講義があります。総
論部分ですね。「隣人に好まれるようなヘルパー
でなければ本物じゃないよ」と私は説いているの
です。
福井 介護度の高い方とか、寝たきりの方はいら
っしゃるのでしょうか？
高橋 介護度はあまり高くないです。
福井 来年の介護保険の見直しで、要支援や介護
度１をヘルパー派遣の対象にしないということに
なると、大変な問題だなと私は思っています。栄
村でも、せっかく和やかにやっているのに。
高橋 保険料が１０００円台は長野県で栄村しかない
ですね。平均は３２００円です。
福井 安いですね。うちの渋谷の方なんかも３７００
円くらい。もう、どんどん自己負担を上げていき
ますからね。
高橋 結局、家事支援が多いのではないかな。身
体でどうにもならない人は施設に行く。栄村で施
設へ行っている人は２０人くらいです。１号の被保
険者は１１００人いますけれども、そのうち施設に行
っている人は２０人かそこらですから、比較的行か
ないってことですね。施設が遠いということもあ
ります。だから保険料が安い。施設介護が盛んに
なると、そうは行かないでしょう。
石塚 今度新しく民間の特養が出来るという話が
ありますが、こういう動きに対してはどういう評
価をしていらっしゃいますか？
高橋 補助金がどうなるかで実施年度は変わりま
すけれども、もう決まってはいるのです。もとも
と民間が純粋に来るわけではないのです。いまま
で全部広域連合で協同して作ったのです。もう７
市町村の中に６施設ある。栄村には無いので、順
番からいうと最後に栄村になったわけです。今ま

では公設公営です。当然今度も公設公営でいい筈
ですが、いま長野県下では、民設民営に変えてき
ているんです。既存の施設も更新時期にはそうな
ります。私どもの広域圏でもこれからは全部が公
設公営はやめて、民設民営に移行したいというこ
とになったのです。
石塚 それはどこがそういうことを言っているの
ですか？
高橋 それは広域連合の仲間で言っています。圧
倒的にそうなっていて、議会の方もそういう傾向
になっているのです。ただし民設民営になれば、
民の方は経営問題があるから入居者の負担が違っ
てきます。だからそれを調整したり抑えるための
補助金を出すということにしています。
石塚 抑えると言うのは、入居費を安くさせると
か補助金を出すと言うことですか？
高橋 そうそう。施設が、公共部門と個室部分と
分かれるのですね。国の補助金は公共部分しか出
さない。廊下とか事務室とか医務室とか食堂とか、
そこだけに限る。部屋は自分のアパートと思いな
さいというわけです。厚生省は償却の基準も示し
てあって、一ヶ月どのくらいで２０年間で償却して
いきなさいというような指導がある。広域連合で
は色々議論したのですけれども、建設時に最大支
援は１億５０００万円にしてある。そして、個室の部
分の費用負担をどのくらい下げられるかをプロポ
ーザルの条件の一つにしてあるのです。
石塚 その見返りというのは？
高橋 厚生省の基準によると室料大体月額５万円
くらいだそうで、その部分を５万円ではなくて、
何万円に下げられるかということですね。平成１８
年に来るという社会福祉法人は、２万円という線
を出しているんですね。今の公設の一部負担にプ
ラス２万円ということになるわけです。このプラ
ス部分の２万円がね、ちょっと困るんじゃないか
というんですけれども、これから新しく出来てく
るところはみんな個室になるんだから我慢しても
らうというわけです。
栄村の人もみんな既存の６施設に入る資格はあ

る。広域の中で割り振りするので、栄村の人だけ
が入る施設ではない。これから新たにどういう人
を入れるかということになると、同じ条件じゃな
くなるのでちょっと難しい問題ではあります。
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「私は４人でもいいから、安いところが良い」と
いう人もいますし、個室がいい人もいるのでこれ
も広域の中で調整するしかないと思う。これから
は全部が個室で、その部分は全部補助金の対象に
しない。ところがその補助さえ今年は削ってきて
いるんで、平成１８年に施設が来るか来ないかちょ
っとわかりませんが。
前沢 ホテルコストですよね。
高橋 栄村は受ける側としては、就労の場所とも
みなして７０床で職員４６人は栄村から採用させるつ
もりでいます。それと栄村で間に合う食材を供給
したいと思っています。
また栄村は用地とアクセス道路、それと水だけ

は無償で供給します。用地と道路は、どの広域も
その所在の町村が負担しています。水は栄村だけ
ですけれど、たまたま、その場所に水がいくらで
もあるんです。
福井 そうすると特養ホームの待機者というのは、
いらっしゃらないんですね？
高橋 待機者はいます。２００人くらいいるんです。
申し込んでいるけれども、いざとなると「え、こ
んなに早く来たんですか。私はパスでいいです」
という人もいないわけではありませんが。
福井 厚生労働省に行くと言われるんですよね。
待機者は２３万人だけど、本当にはそんなにいない
って。
高橋 申し込んでおかないと心配だから（笑）。
そういうことで本当の待機者というのが何人なの
かはよくわからないが、栄村は３人と聞いており
ます。いや、栄村だけではなくて７市町村共通の
施設ですから、審査を受けている人はたくさんい
るのです。
石塚 特養で４０人くらいの雇用が見込まれていま
すが、村全体としては雇用を増やすということに
ついて、何か具体的に政策はありますか？若い人
の雇用のためとか。
高橋 起業も考えないと、雇用策というのはそん
なにはない。最近、土木建築も仕事がなくなって
きている。森林組合、役場、農協、郵便局しかな
いというのが実態ですから、あまり雇用先がない
のです。反対に一昨年４月、これは栄村と津南町
ですが１８０人も失業した。富士通関連の今まで誘
致した企業がみんな撤退した。もちろん富士通直

営ではなく、下請けの下請けみたいな会社ですか
ら、親方がどっかにいっちゃえばモロに駄目にな
ることはわかっていたのですが、まさかこれほど
きれいにやめるとは思わなかった。
その後に、ミネラルウォータープラント会社が

入った。三井物産が大元締めで、栄村の工場は山
梨と長野と新潟が供給範囲だと聞いています。現
在村からの従業員は３人くらいです。
角瀬 ウォータービジネスですね。
高橋 これからの雇用は、ただ誰かが雇ってくれ
るかなというだけではもう難しい。今まで全部そ
れに慣れていて、弁当持っていったら誰かが仕事
を下さるかなという考え方だったのです。
前沢 起業が必要ですね。
高橋 それから蕎麦工場が４人くらい雇用してい
る。新潟から進出してきている蕎麦屋です。これ
は一番近い信州の栄村に出させてくれって来たの
です。関西の方に行くと、信州蕎麦でないと並ぶ
場所まで違うというのです。新潟県松代（まつだ
い）では駄目なので、最も近い信州の栄村で製造
したい。そういうわけで去年工場を作って女性が
３人、工場長になる男性が１人が採用されました。
福井 しかし、村長はすごいですね。３人とか今
度工場長になるとか把握してらして。人数が少な
いとは言え、そういう首長さんは中々いないです
よ。
高橋 あとは水です。１分間８トンも湧出ている
所があります。しかし工場みたいなのを作ってペ
ットボトルを作るのも、１日１万本作らないと駄
目なんですって。毎日１万本を売るシステムがな
いと出来ないので、缶メーカーとか色んな方が来
て、研究させてくださいと云っているけれども、
中々まだ答えが出ていません。
石塚 村の人口は徐々に減っていますが、歯止め
を掛けるような方策とかはありますか？若い人を
連れてくるとか。出産祝い金とかはあるようです
が。
高橋 子供が生まれないですね。
福井 なぜ生まれないのでしょうか？
高橋 栄村には２５歳から３９歳までの独身の男性は
３６人、女性が２１人います。だから全員で５７人です。
独身者に対して、誰もメッセージを出す人がいな
い。親も昔みたいに「所帯を持て」なんて言わな
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い。友達も言わない。親戚も昔みたいにちょっか
いを出す人がいない。それから行政が作ったブラ
イダルサポーターがありますが、取っ掛かりがな
い。どうやって独身の彼らにメッセージを出せば
良いのか全然わからないし、向こうから言ってく
ることもない。言ってくるのを待っていたって、
誰も言ってくるわけじゃない。結婚相談員だから
と自分から言おうと思っても、どうやってやれば
いいのかわからない。こんな状況です。
角瀬 東京なんかだと「できちゃった婚」ってい
う形で結婚して子供が増えるけれど、この村の場
合にはそういうのはないのですか？
高橋 それは中々ないですね。どういうメッセー
ジを出すともっと結婚して子供が増えるのかがわ
からないですね。私が手紙でも出してメッセージ
を送ったとしても、村長が余計なことをするとい
うメッセージになったのでは効果がない。でもね、
彼らは全く結婚したくないと思っているわけじゃ
ないと思いますよ。
角瀬 村が自立を目指して、一人一人の村民も自
立を目指すようにするのが難しいですよね。
石塚 村からの色々な情報は有線という話が先ほ
どありましたけれど、インターネットは活用され
てますか？
高橋 私は全然そういうものをいじらないので駄
目なんです。若者に任せていてね。
角瀬 若い人はメールとかね、お互いに知らない
人が知り合って結婚するとか。

高橋 そういう武器を使わなきゃならないね。
石塚 若い人はああいうのは得意なので、双方向
でやるにはかなり有効ですね。
高橋 日本は少子化でこれからどんどん人口も減
っていく。どうして若者がそうなっていくのかと。
都会も田舎もみんなそうなって、しかも平気でい
るからこれも困った話です。
前沢 この５７人の若者は、村内で働いているので
しょうか？
高橋 村内でも働いているが新潟の津南町や飯山
市にも行っています。一人暮らしというわけでは
ないのです。ただ家にいるだけでは、いつまでた
っても男でしかないし、女でしかない。お母さん
にもならいし、お父さんにもならないし、おじい
さんにもなれない。人生をどう考えるかというこ
とでしょうか。
石塚 独居老人・独居青年が増えて、ますます人
口的には縮小していく図ですね。
高橋 ２０２５年まで推計はしています。２５年後には
１２５０人くらいになる。
角瀬 持続可能な村ではなくなりますね。どうす
ればいいのか。
高橋 そうはいっても、行政的に人口を増やす政
策は、そんなに簡単には出てこないわけです。そ
うなると生活可能な面積を狭めるしかない。栄村
２７０００ヘクタールの中で、暮らしている面積とい
うのは３０００ヘクタールくらいです。人口が減ると
それを狭めないと、除雪とかいろんなことをやろ
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うといっても不可能になるわけです。どうしても
可住面積は少なくなってくる。それを集落整理と
いう形でやると、これは問題が出てくる。行政的
にやろうとすると抵抗もあるし、とんでもない話
だと言われる。前にも国の政策として、山村地域
振興の事業の中で集落移転というのがあって、小
さな集落は移転して大きな集落に行くというのが
あったのです。しかし、移転だけしても農地が伴
わない。その地域で暮らすことが出来ない。勤め
れば別なんですけれども、そんなに勤めるところ
もない。一旦移転したけれども、また山に帰っち
ゃうんですね。津南町でもそういうことがあって、
集落移転というのは、やっても元に帰っちゃう。
仕事もないし、高齢になると雇ってもらえないし。
夏山冬里って感じで、冬は雪があるんで里に行っ
て、雪が消えると山に帰る。山に行かなければ農
地もない。山では山菜を採っても暮らせるわけだ
から、自分の農地や山のあるところに帰ってしま
う。
石塚 シミュレーションですと、どんどん村の予
算も下がっていきますし、人口も下がっていきま
すし、中々厳しいシミュレーションのようです。
高橋 今回作った「栄村将来像モデル」は、平成
２０年を目標にした、財政の枠組みを中心にした村
の新しい構えを一旦作るという目標です。もちろ
んそれでいいわけじゃないので、そこからもう一
回振興基本構想というのを作らないと自立できな
いというか、真の自立像にはならないのです。そ
れなのになぜこういうモデルを作ったかと言うと、
村財政の交付税率は５５％くらいになっていて、非
常に交付税の割合が多い。そのうえ高齢化で税収
は減ってきています。こんな中で交付税を削られ
ると、財政構造というのも作り直さないと、決算
赤字が出る可能性が非常に大きい。決算赤字を毎
年出して自立なんていっても、意味がないわけで
す。決算赤字を出せないということになると、国
がどうやってくるときに、どう対抗出来るかとい
う構えを作らなければならないと思っています。
その上で縮めた分を何で増やしていくかというこ
とになる。それは生産あるいは産業創造以外には
ない。骨太改革という国家財政のもとで、地方財
政をどんどん切り詰められるもとで、栄村はどう
いう姿で対抗できるかというのが今のモデルなの

です。そうしたら５年後に１／３くらいに財政規模
を減らさなければならないことになったわけです。
平成１５年は、一般会計は３０億円だった。そのう

ち公債費が８億３０００万円です。住民生活に直接使
う金は２１億７０００万円です。一方、バブルの前は栄
村の予算は２０億円でした。昭和６０年頃の人口は
３２００人で、今の人口と比べたら６００人も多いわけ
ですし、今後も人口が減るわけですから、２０億円
くらいで工夫すればやっていけるかなというのが
私の出したテーマです。けれどその中で私が原則
として出したのが、保健医療・福祉・克雪対策そ
れと教育、これは現状を維持してくことです。あ
との農業を含めて経済行為とか一般的な補助金だ
とかは極力削減する。一番重い人件費も２１％削減
する。
議員の給料も４５％削る予定です。栄村の議員は

１６人です。県下では栄村ただ一村だけが、法定議
員数を守ってきました。他の市町村は全部削って
いるんです。
この栄村将来像モデルは削る一方で厳し過ぎる

という意見があります。しかし、政府の骨太構造
改革というものは地方へこういうことを押し付け
るのだという認識が必要だと私は思います。ここ
を新しいスタートとしてどう展望を切り開いてい
くかがこれからの闘いなのです。
経済活性化では、特養に４５人の雇用増を予定し

ているが、本当に新しく見つかるかどうかってい
うこともわからないわけですよ。一口に４５人見つ
けるといっても、この過疎の村で４５人一挙に見つ
けるのは難しい。それじゃＵターンとかＩターン
とかすればいいのだけれども、いよいよになると
給与はいくらくれるとか、色々とあってそんなに
簡単に４５人枠に競争が起きるほど来るはずはない
と思う。そういう場合には、役場の職員を出向さ
せるということも考えなくてはいけない。その場
合、社会福祉法人が役場の職員の給与水準は払わ
ないだろう。おそらく８割払えば良い方だろうと
思う。それでも８割稼げば給与費全体では節約で
きる。色んなことをもっと考えなくてはなりませ
ん。ワークシェアリングもする。５５歳くらいにな
ったら３割くらいの時間早く帰って介護するなり、
親御さんも年寄りになって農地も荒れているんだ
から家に行って百姓をやればいいではないかと。
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そのかわり給与は３割くらいカットされても良い
じゃないかとね。３割カットされると本給だけに
なってしまいます。手当てが３割あるのです。本
給だけでも貰って百姓をやっていられるのだから、
いいのではないでしょうか。そういうのは選択性
も成立ちます。
角瀬 統計を見ましたら、兼業農家が少なくなっ
て専業農家が増えていますよね。
高橋 それはね、おじいさんおばあさん百姓だか
らです。他に仕事がなければ専業になるわけです。
実際の専業農家は、１０軒あるかそこらでしかない。
おじいさんおばあさんは百姓だけやっているので
それが専業になる。
役場の職員はほとんど兼業農家です。みんな家

では農家をやっている。日曜とか土曜にはみんな
百姓やっているわけです。だから今度３割給与を
カットするから堂々とその３割で働けばいいだろ
うというわけです。午前８時半に出てくれば２時
半には家には帰れるのです。
福井 みなさん、なんと言っていますか？
高橋 いいって言う人もある。選択性ですから命
令でやるわけではないが。
前沢 そうすると朝の農作業をしてから出勤すれ
ば良いですよね。
高橋 非常手段というのは、そういうこともやる
んだよ、と。リストラをするとは言っていない。
けれども、公務員法上そんなことが出来るのかと
いうことがありますがね。
石塚 兼業とかは所得のときにどうするんです
か？
角瀬 国立大学の先生も堂々と金儲けをやってい
るじゃないですか。両建てで。
高橋 実は今、公務員法の大改正に入っているわ
けですよ。公園管理とか清掃は公務員じゃなくて
良いよいとか、公務員の削減案を盛んに総務省が
出しているわけです。
石塚 実態としては、臨時雇いの人がずいぶん増
えていますか。
高橋 今は２０人くらいいます。それを入れると住
民２５人に１人くらいが職員になる。人口２６５０人に
対して１１０人の職員がいる。臨時を入れればです
よ。
石塚 公的セクターで働く人が多いわけですが、

特に栄村の場合は栄村振興公社が１７年の歴史を持
っていて、公社の役割が意外と大きいように思い
ます。今後どのようになっていくのでしょうか？
高橋 一般に、第三セクターはどうにもならない
ほど借金だらけになってるけれど、うちの公社は
２，０００万円の運転資金がへこんだりすることはあ
るが、借金はありません。一般会計から繰り入れ
するということも、１７年間一銭もやらずにやって
きているんです。村の職員に較べて若干給与が低
いということはあるのですが、ただ、公社は超過
勤務が多いので、手取り金額はそんなに低くはな
らないのです。正規職員は１７人ぐらいですが、そ
の他臨時・パートを含めると３０数名は働いていま
す。
公社の場合には、地域経済の担い手という役割

を果たしています。例えば、公社の接客用のビー
ルやお酒は、必ず地元の酒屋から仕入れるんです
よ。米も野菜も地元です。総支出は３億円ぐらい
で、その７１％くらいは地元から調達です。一戸あ
たり２２～２３万円を配分したことになるのです。唯
一、外貨を稼ぐ公社ですから、そういう面では非
常に良くやっている部署ですね。
その他にも道の駅には物産館があって、働く人

数は５人ですが、売上が約１億円の収益を上げて
いて赤字ではないです。建物自体は栄村のもので、
経営だけやってもらうという形です。物産館は有
限会社で、栄村と栄村森林組合と栄村商工会が出
資し、あとの仲間は入れないのです。農協も入っ
ていたのですが、よそと合併したから出てもらっ
たのです。
５％くらいの配当はずっとしていますし、村へ

もだいたい年間２４０から２５０万円くらいは施設使用
料として入れている。でも村はそれを全然使わな
いで、物産館は物産館、公社は公社で、それを積
み立てている。というのは、不時の支出に備えて
いるわけです。秋山郷に苗場山観光株式会社とい
うのがあるのですが、これにも村が５０％以上出資
しています。これもだいたい年間３００万円くらい
入れてくれるけれども１銭も使わない。みんな積
んである。何時どんなことがあるかわからないか
らね。
角瀬 公社の過去の累積赤字が１０００万円ほどある
というのは、解消はしていないのですか？
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高橋 運転資金２，０００万の範囲ならば直ぐ解消し
なければならないというわけではありません。公
社は今までで運転資金が最低６００万円くらいにな
ったこともあったわけで、それが減ったり増えた
りする。運転資金は最低３００万円あれば、一時借
り入れも出来ますから何とかなりますが、できれ
ば１０００万円は確保していたいところです。
角瀬 いろいろと勉強させていただいたり今日の
お話をうかがって、一つの地方自治体のモデルを
作り上げたことには敬意を表したいと思います。
今回、ぜひ伺いたいと思ってきたのは、栄村モデ
ルは、やはり自治体主導型の村づくりということ
ですね。自治体がこれまでのように手を出し足を
出すことが次第に出来にくくなってきたときの対
応はどうするのでしょうか？やはり一人ひとりの
村民の経済的な活動が基盤になると思いますが、
その自発性をどう育てていくかが、今まさに求め
られている、その転換点に差し掛かっているので
はないかと思った次第です。
高橋 そうですね。今、栄村の自立モデルのなか
に、行政システムを変えるというのがあります。
村には今まで７つ課がありました。中央集権の縦
割りにあわせて補助金などのためにそうなってい
るのですが、これをもっと集約化して、チームプ
レイをしようとしています。
それとともに、集落自治を強めようとしていま

す。集落ですから強制的に手を入れるわけにはい
きませんが、行政を７課から４課に縮めるなかに
必ず集落担当者を置く。集落は全体で３１あるとい
っても、主だったところは２０くらいなんです。２０
戸、３０戸、７０戸といったところでは、もう少し自
治をやってくださいよと。集落の自治組織モデル
をこちらから提案して、集落自治を固めてほしい
と思っています。というのは、田中知事もいまコ
モンズからの出発としきりに言っています。集落
というのはそれぞれ違うわけです。栄村の秋山郷
は農地は少ないが何も栽培しなくても山菜だけで
年間４００万くらい現金収入があるという農家もあ
るわけです。言ってみれば同じ町村のなかにあっ
てもそれぞれ資源が違うわけです。封建時代のよ
うな押さえつける共同体ではなくて、集落の自治
で地域の共通資本というように農林業を捉えてい
くわけです。先生がおっしゃったように、今まで

は行政が主導できたのはお金があったからで、こ
れからはそれがなくなるわけです。これからは支
援も現物支給になるでしょう。幸い栄村には職員
が村民２５人に一人いる。もっと職員の直接行動で
給付するようにするわけです。栄村の田直しや道
直し、下駄履きヘルパーというのはある意味で現
物給付のシステムを作ってきたわけです。お金を
配ってやるシステムではないのです。必要なとこ
ろに職員が行って体で給付する。体で給付すると
いうのも変な言い方かもしれませんが、まあ言っ
てみれば機械力も技術力もあるわけで、田直し・
水路を直す・道が壊れたという時は、補助金を出
してやってくださいではなくて、地域の住民と役
場の職員が重機を持って行ってすぐに直してしま
うのです。そのくらいの能力は栄村にはある。む
しろそういうことでお金を使わないようにする。
集落もそういうことを自治的に迎え入れて下さる
だけのシステムと能力を持ってほしいというのが
集落自治です。いままでは集落に区長さんという
人がいて、一人だけに負ぶさっていたわけです。
区長は、栄村の場合は村の非常勤の職員になって
います。だから区長には結構高額の報酬を支払っ
ているのですね。集落は村の下請け団体になって
しまいました。集落自治組織というものに力を入
れようと考えているのです。
各課に集落担当者を置いてそこが窓口になり、

その課のチームを集落のあることに対応させたり、
集落もそれを自らの力で利用したり、そういうこ
とをしなければならない。集落の再生をしないと、
特にこのまま合併したら集落は没落してしまうわ
けです。自治体の本体、行政主体が遠くへ行って
しまえば、いままでは面倒を見られても、そうで
きなくなってしまう。栄村はそれが怖いから、今
すぐ合併をしないと言っているわけです。
角瀬 村長はこれまで行政と住民のコラボレーシ
ョンというのをずっと言ってきたわけです。行政
はそれなりに実績をあげてきたと言えます。もう
一つの住民の方が、これからどれだけ力を発揮で
きるかということですね。
高橋 住民はかなり高齢化していますから、難し
いところですけれど。そうは言っても、地域の公
民館などに若者はいるわけですから。
あと、今までの集落というのは、じい様がやっ
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ているだけなのです。若い人や婦人は集落を動か
す力に入っていなかった。それは栄村だけではな
くて農村がほとんどそうなんだけれども、今の若
者は農村の仕事を嫌がるんですね。また集落はそ
ういう仕事を日曜日にばっかりするのでね。
前沢 それではお休みがなくなっちゃいますね。
高橋 せっかくの休みなのに、今日は集落の用水
の泥上げだとか次は消防水槽の泥上げだとかにな
る。たまの休みになると仕事ばっかりでよくよく
嫌になる、ということです。今までの伝統的なや
り方で集落を動かしているだけなんです。私は他
にもやり方はいくらでもあると思います。例えば
ご飯前に２時間くらいでぱっとやってしまうので
す。あるいは、賃金制にしてもいい場合がありま
す。とにかく伝統的な習慣から抜け出さなければ
ならないのです。若者はいまのままででいいとは
思っていないから、集落のあり方を見直していか
なければならないと思っているわけです。
福井 いろいろと栄村の施設などを見てまわって、
村長のおっしゃったことを身近に感じることが出
来ました。私は東京・渋谷区なんですね。渋谷区
の自治体労働者に聞かせたいくらいです。
ところで私も角瀬先生がおっしゃったように住

民自治、住民組織をどうやっていくのかなと思っ
ていたのですが、集落の再生のお話を聞いてなる
ほどなと思いました。
いま、全国的に高齢者や女性が元気だと聞いて

いますが、ここでの女性の活動はいかがでしょう
か。村長と直接お話し合いをする機会などがある
のでしょうか？
高橋 中年の女性は元気が良いのです。実はこの
将来像モデルは暗いこといっているのもその女性
たちです。私は明るさは自分で生み出すものです
だといって弁明しているところです。
福井 そうですね。
高橋 今年度、県から二人職員を派遣してもらい
ました。一人は女性で生活改良普及員です。その
彼女は、５０代近いくらいなので普及員としてもベ
テランになります。私は彼女に村の女性たちとエ
ゴマドレッシングを作ってほしいと言いました。
エゴマといえば、私の少年時代はここはエゴマ

の産地でした。
最近、ドレッシングの中に油があると、脂肪過

多になって太るので油ぬきドレッシングが出回っ
ているとききました。実はエゴマ油はそうならな
いんです。そこで彼女に１年でエゴマドレッシン
グを作ってくれと頼んだのです。
石塚 いわゆる地場産品ですね。
高橋 とにかく、彼女と村の女性たちが１年でエ
ゴマドレッシングを完成させました。その彼女も
いろいろと働きかけてくれたし、村の女性たちも
そうとう活動するわけです。感激しましたね。２０
代の若い女性たちはエゴマクッキーを作って販売
し出しています。
こういうことは地域経済に決定的な影響を与え

るわけではないが、しかし、こういう動きで勢い
がついてくると地域は活性化してくると思います。
前沢 活性化ですよね。
高橋 今日はエゴマの大会があるとかで、栄村の
女性も７，８人、確か岐阜にいっているはずです。
前沢 エゴマクッキーが１等になるかもしれませ
んね。
高橋 それはどうかな（笑）。
福井 お話を伺っていると、村長さんには深刻な
悩みがおありにならないみたいですね。若い人の
結婚しないという悩みはあるとしても、国政がこ
んなにひどい中で、県知事はいろいろと協力的か
もしれませんが、感心しました。大変前向きです
よね。
高橋 まあ、後ろ向きになっていてもどうしよう
もないですからね。勢いは女性のほうがあります。
男性が勢いがないというわけではないのですが、
集団で何かをやるというのはダメですね。でも女
性の方は、ドレッシングなどのもの作りをどんど
ん進めました。とにかく実践力は女性のほうがあ
る。理屈は言うけれど、男性はそのへんはダメだな。
前沢 私はずっと栄村のファンになって通ってき
たわけですが、今日村長のお話を伺って、私達が
進めようとするまちづくりに、集落自治から学ば
なければならないと思いました。合併がどんな状
況になっても、一人ひとりの住民が主人公として、
たとえ栄村という名前が将来なくなったとしても
生き続ける、そういう未来を描いて活動されてい
ることを伺い、勇気づけられました。
高橋 「集落をなんとかしなければならない」と
私は議会に意見を出したのです。合併をめぐって、
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我々は集落をまわって討論もしたし、アンケート
もやってきた。しかし住民は合併するとかしない
とか、そういう形で解決しようとは思っていなか
ったんです。それはアンケートの記入欄を見ても
そうです。ただし、心配はなくはないとというこ
とです。
高齢化になっているし、集落に空家も出来てい

る、これを何とかしなければならないということ
はみんなわかっている。これを合併で解決しよう
とか自立で解決しようとか、そういう選択問題で
はなく、もっと根本的な地域づくりを考えたいと
訴えている、ということです。今、このまま、行
政体が広くなるだけのような合併をしただけでは
集落は崩壊してしまう。自立モデルの中で、集落
を何とか力づけていくような方向へもうひとつ脱
皮していかないと、栄の地域というのは守ってい
けないのではないかと。だから今回は合併しない
で総力でやろうという提案をしたわけです。
前沢 都会との交流は、もっと進める方向なので
しょうか。私自身、ここに来ると非常に癒される
のですが、現在都会では精神的に病んでいる、疲
れている人が多いですよね。そういう人たちがこ
こに来て、癒されて元気になって帰っていける取
組みというのはあるでしょうか？
高橋 交流はある意味双方の人を元気にしてくれ
るのです。それから新しい形で私は去年から「栄
村名誉研究員」というのを提案しました。シルバ
ーの方でいいのですが３０年、４０年かけて培われて
きたあなたの学識・科学技術を、この栄村に提供

してほしいと訴えました。すると去年１１人も名乗
りをあげてくれて、６人面接しました。これも感
動しましたね。
福井 １１人の中から、６人を選んだんですか？
高橋 いや、皆さんあまりに大家過ぎて、どう扱っ
ていいのか困っているんです。物理学者の方が２
月にやってきて、委嘱しない前から湧き水を使っ
て水力発電を中学生とやりたいとか言っています。
そういう先生はいくらでもいるんです。千葉大

の若い助教授は杉林の菌の研究とか。農芸科学の
人とかもいます。
石塚 自然科学系が多いですね？
高橋 それは私がここの資源を活用して何とかし
たいと言ったからだと思います。
以前、秋山郷の中学生は寄宿していたのですが、

人数が少なくなって寄宿舎が空いてしまいました。
まだ使える建物ですから、そこを名誉研究員の宿
舎にしたりミーティングの場にしたりしようと考
えています。
これからの都市と農村の交流というのは、自然

を保護しながら都市のためにも山村の資源をもっ
と活用していく形でしょう。山村が高齢化した、
若者がいない、ありあまった山村の資源を活用し
ないまま、合併すれば崩壊する運命にあります。
福井 大変面白いお話ですね。
石塚 今日は本当にお忙しい中をありがとうござ
いました。

（２００４年３月２９日栄村にて実施）
＊以降、栄村の写真は前沢淑子氏撮影

こいのぼり
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